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１．前回の復習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計算尺にはさまざまな目盛りがあり、その目盛りを使うことによ

り乗除算を中心とする計算の概算値をすばやく求めることができた． 
 
１時間のワークシートの問題をもう一度振り返ってみよう！ 
 
 
 
 
 
 
 

目的地にたどり着くためには決められた航路にしたがって
船を進めることが必要である(天文航法)． 

自分の船の位置を確認することが必要である． 

天体観測によるデータをすばやく計算することが必要であ
る． 

計算尺が必要である！ 
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２．不思議 
 
 では、なぜこのような計算が可能になるのだろうか． 
 
これには、John Napier(1550-1617)と呼ばれる人物が大きく関係し
ているのである． 
 
 
 
３．人物紹介 

 
当時、彼の著作はラテン語で出版されていたため、後にそれぞれ

英訳されている． 
・ Description of the Wonderful Canon of Logarithms (1616) 
・ Construction of the Wonderful Canon of Logarithms (1888) 
 
上の２つの著作に共通する“Logarithms”とは何であろうか． 

実は、この“Logarithms”が計算尺の仕組みを解明するカギとなる
のである． 
 
 では、Napierが考案した“Logarithms”ついて考えいくことにし
よう．

John Napier (1550－1617) 

・スコットランドのマーチストン生まれ． 
・数学者であり、神学にも興味を持っていた． 
・主な著作： 

Mirifici logarithmorum canonis descriptio 
                 (1614) 
 Mirifici logarithmorum canonis constructio 
                 (1619) 
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４．“Logarithms” 
２つの著作に共通する“Logarithms”の定義については、主に彼

の著作“Mirifici logarithmorum canonis descriptio” において記
述されている． 

 
《和訳》 
線分は等しい割合で増加する．１．定義 同じものを表す点が、同
じ時間または瞬間に等しい長さだけ進んでいくとき． 

 
《和訳》 
２．定義 線分が次第に短くなるように比例しながら減少するとい
うのは、等しい時間に同じものを表す点がそこから引き離されてい
く線分と同じ比をもつ線分に連続的に切り離していくとき． 
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《和訳》 
３．定義 無理量、すなわち数によっては説明不可能なものが、非
常に近い数によって定義される、あるいは、表現されるというのは、
それが、真の無理量の値からせいぜい１以下しか違わないような、
非常に大きな数によって定義されるときである． 
 

 
《和訳》 
４．定義 等しい時間の運動とは、一緒に等しい時間で動くもので
ある． 
 

 
《和訳》 
５．定義 ある運動よりも、一層ゆっくりした運動も、また一層速
い運動も与えられ得るということを知るときには、そのことからそ
の運動に等しい速さをもつ運動が存在するということが結論できる
(それをわれわれは速くも遅くもない運動という)． 
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《和訳》 
６．定義 したがって、任意の sineの Logarithmeとは、次の線分
を非常に近くに表現する数のことである．その線分は平均的な時間
で等しく増加しており、一方、全 sineの方の線分は、比例的にその
sineに向かって減少している．このとき、両方の線分の運動は等し
い時間で行われ、またははじめは同じ速さをもっている． 
 

 
《和訳》 
系 したがって、全 sine10000000の Logarithmeは０である．し
たがって、また全 sineより大きい数の Logarithmeは０より小さく
なる． 
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５．考察 
これらの６つの定義から次のような事実が得られる． 
定義１では、各時間において点を表す数の列が等差数列をなしてい
る． 
定義２では、各時間において点を表す数の列が等比数列をなしてい
る． 
 
             全 sine(=1000000) 

  A                       P              x            Z 
                        ｙ            
 
    a                                        Q          z 
 
《参考》 
Napierは全 sineを 10000000としていた．これは、レギオモンタ
ヌスの三角関数表が７桁の数によって表記されていたためだとされ
ている． 
 
上の図において、同じ時間が経過したときの動点 Pと動点Qの位置
に注目しそれぞれを、 

PZ＝ｘ ， aQ=y 
とおき、ｘにｙを対応させることによりｙをｘの関数と考える． 
このとき、 

        ｙはｘの Logarithme である 

という．そして、 

この“Logarithme”を対数と呼ぶ． 
このようにして Napier は “Mirifici logarithmorum canonis 
descriptio”にて対数関数を定義したのである． 
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６．まとめと次回予告 
 
John Napier は彼の著作“Mirifici logarithmorum canonis 

description”において、等差数列と等比数列の加法と乗法を対比す
ることにより“Logarithme”の構成に成功した． 
 そして、この“Logarithme”を対数と呼んだ． 
 
 次回は、計算尺の仕組みに対数がどのように関係しているのかに
ついて考えていくことにしよう． 
 
 
 


